
 

  

 

 

 

 

７月６日の西日本豪雨は多くの人命を奪うと共に、家屋、財産に甚大な被害をもたらしました。 

広島県に於いても、１７日現在で 死者１１２名、行方不明者１０人、住宅被害４，９９９棟、 

避難者数１，２１３名 と、中国地方で一番被害の大きな県であります。 

その県内でも一番大きな被害を受けた東広島市被災状況の全貌は、まだ明らかになっておりませ

んが、７月１５日時点で東広島市災害対策本部が受電した「市民からの被災通報件数」は、下の

表の通りです。 

 市としても全力で生活再建に向けて対応して参るとのことでありますが、かなりの日数と時間

を要すると思われます。自分たちでできることから少しずつ片付けて行きながら待つしかないと

思っておりますが、豪雨以来暑い日が続いております。 

無理をせずお身体に気を付けながら頑張って参りましょう。 

住民自治協議会 福に富む郷 竹仁 

 会長 杉原 邦男 

 

 

 

 

 



                     【健康・福祉部会】 

７月１３日に部会が開催されました。 

      ・平成２８年の６月に全戸配布した“命の宝箱”ですが、「健康保険の種類が変わっ 

      た」「冷蔵庫を買い替えたので、ステッカーがなくなった」などの声が聞かれるよう 

      になりました。部会では、各地区で改めて聞き取りを行い、改めて全戸配布を徹底 

      することになりました。 

各戸、『箱』は１つ、ステッカーは１枚。緊急連絡カードは居住人数分です。 

必要な分を、健康・福祉部会員か地域センターまでご連絡ください。 

『命の宝箱』とは？ 

自宅で具合が悪くなり救急車を呼ぶ時など、万一の際の備えとして「命の宝箱」に持病やかか 

りつけ医、緊急連絡先などの情報を自宅の冷蔵庫（ドアポケット）に保管しておくことにより、 

スムーズに救急医療を受けることができる仕組みです。 

救急隊が駆け付けた時に、 

（1）冷蔵庫の扉のシールを見て冷蔵庫の中に命の宝箱があることを確認します。 

（2）冷蔵庫から命の宝箱を取り出します。スムーズに救急医療を受けることができます。 

 

・７月２８日に豊邑苑での公開講座「元気に生きるには、食事から」へ参加しました。 

 詳細はまた！ 

                 【景観・環境部会】７月の粗大ごみ収集の為に、６月２２日、 

                 ７月６日、７月１８日に部会が開催されました。 

・ 粗大ごみは、収集日の前日午後５時～７時、当日朝６時半～８時の間にしか出せません。 

・ 必ずお名前を書かれた上で出してください。 

・ 小物は必ず指定の袋に入れてください。それ以外の袋や段ボール箱では違反になります。 

・ 立会人は大型ごみなどを降ろすお手伝いはできません。車に傷をつけるトラブルが他地区から 

報告されています。  ルールを守ったゴミ出しにご理解とご協力をお願い致します！ 

                

 

 

 

 

 ７月に予定していた「えごまが健康に与える影響についての報告会」を８月に開催致します。 

先月ご案内したのと同様に、 

・えごま油を半年間摂取された方は、県立広島大学から案内のあった健康診断表や 

 継続して検診をお受けになる場合の同意書を必ずお持ちください。 

・昨年度、えごま油を摂取されなかった方でもえごまの効能発表に興味のある方は 

 ぜひご参加ください！検診を受けたかどうか、とか、えごま油を摂取したかどうかなどの 

 参加資格は一切ありません。 

・８月の「竹仁のえんがわ」は「救急救命講座」だとご案内しておりましたが、こちらは一旦 

 中止させていただきますのでご了承ください。 

・県立広島大学からの案内にもありました通り、会場準備や昼食準備の関係上、ご参加される 

 かどうかは必ず８月３日午前中までに、竹仁地域センター（４３５－２３０１）までご連絡 

 ください。よろしくお願い致します。 

 


